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北海道渡島半島沿岸から記録された2種の魚類，メゴチとヒゲセジロハゼ

小谷 健二 ・今村 央

(2009年3月17日受付，2009年4月13日受理)

Records of the Two Fishes,Suggrundus meerdervoortii(Bleeker,1860)

and Clariger papillosus Ebina,1934,from the Southern Coast of
 

Oshima Peninsula,Hokkaido,Japan(Pisces:Teleostei)

Kenji ODANI and Hisashi IMAMURA

Abstract
 

A platycephalid,Suggrundus meerdervoortii(Bleeker,1860)(HUMZ 173209,21.8 mm SL),and a gobiid,

Clariger papillosus Ebina,1934(HUMZ 200854,18.5 mm SL)were collected from off the southern coast of the
 

Oshima Peninsula,Hokkaido,Japan,in 2000 and 2007,respectively.In Japan,the former species has been known
 

from the East China Sea to south of Aomori Prefecture and the latter species from Honshu to Kyushu including
 

Sado Island and Izu-Oshima.These represent the first records of the species from Hokkaido and their northern-

most records in Japan.
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2000年および2007年に北海道南部沿岸からコチ科魚類

およびハゼ科魚類が1個体ずつ採集された。これらの標本

を分類学的に調査した結果，それぞれメゴチSuggrundus
 

meerdervoortii(Bleeker,1860)およびヒゲセジロハゼ

Clariger papillosus Ebina,1934と同定された。メゴチは青

森県以南から東シナ海，および黄海から報告されており

(Matsubara and Ochiai,1955;落合，1984;本間，1992;塩

垣ら，1992;Imamura et al.,1996;Nakabo,2002)，ヒゲセ

ジロハゼは青森県から宮崎県，佐渡島および伊豆大島に分

布するとされている (Ebina,1934;松原，1955;明仁親王，

1984;塩垣，1982;Akihito et al.,2002)。本研究では北海

道南部沿岸より採集されたメゴチおよびセジロハゼを北海

道からの初記録種とするとともに，これらの2種の北限記

録として報告する。

計数・計測方法はHubbs and Lagler(1958)に従った。メ

ゴチの第1背鰭の表記はImamura and Knapp(2009)に

従った。本研究に用いた標本は北海道大学総合博物館

(HUMZ)に登録・保管されている。

稿を進めるにあたり，御助言を賜った北海道大学の仲谷

一宏名誉教授ならびに北海道大学大学院水産科学研究院の

矢部 衞教授，標本を送付して下さった松田泰平氏および

北海道大学大学院水産科学院の谷 敬志氏，および英文要

旨を校閲して下さったCalifornia Academy of Sciencesの

Tomio Iwamoto博士に対し，深く感謝の意を表する。

メゴチ

Suggrundus meerdervoortii(Bleeker,1860)

(Fig.1)

材料

HUMZ 173209，標準体長21.8 mm，北海道北斗市上磯沖，

水深4 m，2000年10月1日。

記載

背鰭鰭条数I＋VII-11，臀鰭鰭条数11，胸鰭鰭条数20，腹

鰭鰭条数I,5，脊椎骨数27，鰓 数1＋9＝10，側線鱗数52。

体長に対する各部位の百分率 (%):頭長42.7，頭高14.7，

頭幅23.9，体高14.2，吻長12.8，眼窩径11.5，眼後長19.3，

両眼間隔4.1，第1背鰭前長40.8，第2背鰭前長63.3，腹鰭

前長42.7，臀鰭前長65.1，胸鰭長21.6，第1背鰭基底長21.1，

第2背鰭基底長24.8，臀鰭基底長26.1，尾柄長8.7，尾柄高
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6.0，第1背鰭基底後端から第2背鰭起部までの長さ2.8，腹

鰭基底後端から臀鰭起部までの長さ20.6。

体はやや側扁し，腹部を除き鱗で覆われる。頭部および

吻はよく縦扁し，幅広い。吻部に1本の鼻棘がある。眼は

楕円形を呈し，瞳孔上縁部に単一の虹彩皮弁をもつ。眼窩

前方に1本の涙骨棘，背方に1本の眼上棘，下方に2本の

眼下骨棘および後背方に1本の眼後棘があり，眼窩前部に

眼前棘がある。口は大きく，上顎後端は眼窩前縁を超える。

下顎先端は上顎先端より前に位置する。両顎の歯は小さい

円錐状を呈し，歯帯を形成する。鋤骨に2枚の歯板がある。

口蓋骨歯がある。後頭部に1本の頭頂棘および側頭棘，お

よび3本の頸棘がある。後頭部の正中線上に上後頭骨隆起

がある。前鰓蓋骨棘は5本で，最上棘が最も長く，その基

部に1本の短い付属棘を備え，下部の4本は鈍く短い。主

鰓蓋骨に2本の棘がある。間鰓蓋部に皮弁がない。第1背

鰭は棘条からなり，その起部は胸鰭基部上端のほぼ直上に

位置する。第2背鰭起部は第1背鰭基底後端と近接する。

腹鰭は長く，その後端は臀鰭起部に達する。臀鰭起部は第

2背鰭起部の直下よりわずかに後方に位置し，その基底は

第2背鰭の基底よりもやや長い。尾鰭は截形を呈する。側

線鱗は外孔をもたない。

10%ホルマリン固定後に，50%イソプロピルアルコール

に保存した標本の色彩は，体は腹面の前部および尾柄部の

腹面は淡褐色を呈し，体の背面の前部，第2背鰭基底の中

央部周辺および尾柄部の側面に濃褐色帯がある。体の腹面

の前部に小さな黒色素胞が散在する。頭部は腹面を除き濃

褐色を呈し，その腹面にやや大きな黒色素胞が散在する。

第1背鰭，および胸鰭と腹鰭の中央部は濃褐色を呈する。

第2背鰭および尾鰭に小褐色斑が散在する。

分布

本種は，北海道南部以南から東シナ海，および黄海に分

布し，浅海から水深100 mの砂泥底に生息する (Matsubara
 

and Ochiai,1955;落合，1984;本間，1992;塩垣ら，1992;

Imamura et al.,1996;Nakabo,2002;本研究)。

備考

本標本は体サイズ (標準体長21.8 mm)から稚魚である

と考えられる。また，本標本は背鰭および臀鰭軟条数が11
である，頭部が縦扁する，瞳孔上縁部に単一の虹彩皮膜が

ある，2本の眼下骨棘がある，第1背鰭が濃褐色を呈するな

どの特徴をもち，これらの形質はImamura et al.(1996)が

示したほぼ同サイズのメゴチSuggrundus meerdervoortii
の稚魚 (標準体長19.1-24.4 mm)とよく一致した。一方，こ

れらのうち虹彩皮膜の形態および眼下骨棘の数は従来の大

型個体にもとづいたメゴチの記載と一致しない (大型のメ

ゴチでは虹彩皮膜は二葉を呈し，眼下骨棘は4本以上であ

る)(Matsubara and Ochiai,1955;落合，1984;Imamura et
 

al.,1996;Nakabo,2002)。しかし，Imamura et al.(1996)
によれば，メゴチではこれらの特徴はそれぞれ標準体長約

31 mmおよび44 mmで発現する。本研究では本標本をメ

ゴチと同定し，上述の本種の諸形質は本標本が稚魚である

ため，形成されていないと判断した。

本種はこれまで青森県以南から東シナ海，および黄海に

生息するとされてきたが (Matsubara and Ochiai,1955;塩

垣ら，1992など)，本研究で初めて本種を北海道から確認し

た。従って，本研究はメゴチを北海道からの初記録および

本種の北限記録として報告する。
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Fig.1.Lateral(a)and ventral(b)aspects of Suggrundus meerdervoortii,HUMZ 173209,21.8 mm SL,from off
 

Kamiiso,southern coast of Hokkaido.
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ヒゲセジロハゼ

Clariger papillosus Ebina,1934

(Figs.2-3)

材料

HUMZ 200854，標準体長18.5 mm，北海道函館市根崎沖，

水深15 m，潜水採集，2007年12月1日。

記載

背鰭鰭条数III-I,13，臀鰭鰭条数I,12，胸鰭鰭条数18，

腹鰭鰭条数I,5，脊椎骨数33。

体長に対する各部位の百分率 (%):頭長27.6，頭高9.2，

頭幅13.0，体高16.2，吻長6.5，眼窩径4.3，眼後長17.3，両

眼間隔3.8，第1背鰭前長46.5，第2背鰭前長60.0，腹鰭前

長25.9，臀鰭前長63.8，胸鰭長17.3，第1背鰭基底長6.5，第

2背鰭基底長27.0，臀鰭基底長20.0，尾柄長17.8，尾柄高

9.7，第1背鰭基底後端から第2背鰭起部までの長さ7.6，腹

鰭基底後端から臀鰭起部までの長さ38.4。

体は無鱗で，細長い円筒形を呈する。頭部は幅広く，縦

扁する。吻は鈍く，幅広い。吻の前上部に3本の髭がある。

鼻孔の外側に皮褶がある。眼は小さく，下方に5本の髭が

ある。口裂は大きく，上顎の後端はほぼ眼の後縁に達する。

下顎は上顎より僅かに突出し，前下部に4本の髭がある。

両顎の歯は小さい円錐状を呈し，歯帯を形成する。鋤骨お

よび口蓋骨は歯をもたない。舌の先端は深く凹む。鰓裂は

側面に位置し，その下端は胸鰭起部の下端とほぼ同位であ

る。胸鰭は扇状を呈し，上部に2本の遊離軟条がある。腹

鰭は左右の要素が変化し，吸盤を形成する。第1背鰭は小

さく，第2背鰭とよく離れる。臀鰭基底は第2背鰭基底よ

り短い。尾鰭は円形を呈する。

カラー写真に基づく生鮮時の色彩は，体の背面は淡褐色

を呈し，腹面前部は白色を，後部は褐色を呈する。吻端か

ら尾柄下半部にかけて幅広い褐色帯がある。頭部側面に不

規則な白色斑が散在し，尾柄下部に白色の鞍状斑がある。

尾鰭は褐色を呈し，小白色斑が散在する。

分布

本種は北海道南部から宮崎県，佐渡島および伊豆大島に

分布し，潮間帯から浅海域に生息する (Ebina,1934;松原，

1955;明仁親王，1984;塩垣，1982;Akihito et al.,2002;
本研究)。

備考

本標本は第1背鰭があり，3棘である，体が無鱗で，細長

い円筒形を呈する，眼の下方に複数の髭がある，胸鰭上部

の遊離軟条が2本以下であるなどによりセジロハゼ属

Clari erに属する Jordan and Sn der,1901;明仁親王，

小谷・今村:北海道渡島半島沿岸から記録された2種の魚類，メゴチとヒゲセジロハゼ

Fig.3.Lateral aspect of head of Clariger papillosus,HUMZ 200854,18.5 mm SL.

Fig.2.Lateral aspect of Clariger papillosus(right side),HUMZ 200854,18.5 mm SL,from off Nesaki,southern coast
 

of Hokkaido.
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1984;林・白鳥，2003;鈴木・渋川，2004)。また，本標本

は臀鰭軟条数が12である，胸鰭上部に2本の遊離軟条があ

るなどから，本属魚類のヒゲセジロハゼClariger papillosus
およびセジロハゼC.cosmurusに類似する。さらに，本標

本は吻の前上部に3本の髭がある，下顎の前下部に4本の

髭がある，臀鰭基底が第2背鰭基底よりも短いなどの特徴

をもち，これらの形質はヒゲセジロハゼとよく一致する

(Ebina,1934;明仁親王，1984;Akihito et al.,2002)。よっ

て，本研究では本標本をヒゲセジロハゼと同定した。

本種はこれまで青森県から宮崎県，佐渡島および伊豆諸

島に分布するとされてきたが (Akihito et al.,2002など)，

本研究で初めて本種を北海道から確認した。従って，本研

究はヒゲセジロハゼを北海道からの初記録および本種の北

限記録として報告する。
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